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会計士がすること，会計士になること 

 

Abstract:   

 今後の会計学研究のさらなる発展のためには，R.キャプランのバランスト・スコアカードや活動基準原価計算

の提唱にみられるような規範的研究のみならず，企業における会計実践の実態を把握し，そこから実践の理論を

導出する経験的研究も不可欠である。この経験的会計研究を深耕するためには，企業における会計実践とそこで

の会計専門職の果たす役割について理解を深めることが不可欠である。 

 そこで本講演では，公認会計士が企業の会計実践に対して果たす役割の現在と未来について，講演者の実務経

験に基づいて紹介する。また，公認会計士を志す学生を主な対象として，最難関資格の一つと言われる公認会計

士試験の合格に向けた学習戦略について，講演者の学習経験および，専門職大学院での会計専門職を目指す学生

の指導経験に基づいて，参加者と議論する。 

                                                                                               

 

Biography:  

2003 年 京都大学経済学部卒業 

2005 年 京都大学大学院経済学研究科修士課程修了 

2005 年 あずさ監査法人大阪事務所入所 

2011 年 京都大学大学院博士後期課程学修認定退学 

2011 年 熊本学園大学商学部助教 

2012 年 熊本学園大学大学院会計専門職研究科講師 

2014 年 熊本学園大学大学院会計専門職研究科准教授（現在に至る） 

 

博士（経済学，京都大学），公認会計士 

代表著作： 

（単著）『企業再生と管理会計―ビジネス・エコシステムからみた経験的研究―』 

（共著）「日本電産株式会社の経営改革と管理会計―知識創造理論の視点から―」『管理会計学』第 21 巻第 2

号，2013 年，pp.41-60。日本管理会計学会 2013 年学会賞受賞（論文賞） など多数 

 

Friday, March 8, 2019 at 2:40 pm 

Lecture Room 2215, Hiroshima Campus, Prefectural University of Hiroshima 

For further information, please contact Dr. Hiroshi Adachi by ext. 9937 

経営情報学部・情報マネジメント専攻主催 

学術講演会 

日時：3 月 8 日（金），午後 2 時 40 分～  

場所：2 号棟 2215 演習室 


